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1. 第1四半期実績 （百万円）

増減 増減率

売上高 7,176 7,171 -4 -0.1%

営業利益 1,612 1,229 -383 -23.8%

経常利益 1,650 1,173 -477 -28.9%

四半期純利益 1,035 736 -299 -28.9%

研究開発費 1,446 1,495 +49 +3.4%

対売上高比率 20.2% 20.9% +0.7pt -

営業利益率 22.5% 17.1% -5.4pt -

１株当たり四半期純利益（円） 18.23 12.96 -5.27 -

＜第1四半期実績と前年同期実績との差異要因＞
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2. 第1四半期事業セグメント別売上高 （百万円）

増減 増減率 '10/3期実績 '11/3期予想

医薬品 5,609 5,642 +32 +0.6% 21,405 21,400

　（内、国内医薬品） 4,381 4,976 +595 +13.6% 17,322 17,800

　（内、海外医薬品） 1,228 666 -562 -45.8% 4,082 3,600

機能化学品 1,566 1,528 -37 -2.4% 6,211 6,400

　（内、試薬・診断薬） 1,146 1,167 +20 +1.8% 4,598 4,700

　（内、医薬品原体） 419 360 -58 -13.9% 1,613 1,700

合計 7,176 7,171 -4 -0.1% 27,617 27,800

　（内、海外売上） 1,845 1,356 -488 -26.5% 6,654 6,400

3. 通期業績予想と進捗率 （百万円）

増減 増減率

売上高 27,617 27,800 +182 +0.7% 7,171 25.8%

営業利益 5,110 3,900 -1,210 -23.7% 1,229 31.5%

経常利益 5,114 4,100 -1,014 -19.8% 1,173 28.6%

当期純利益 3,575 3,000 -575 -16.1% 736 24.5%

研究開発費 5,517 6,600 +1,082 +19.6% 1,495 22.7%

対売上高比率 20.0% 23.7% +3.7pt - 20.9% -

営業利益率 18.5% 14.0% -4.5pt - 17.1% -

１株当たり当期純利益（円） 62.94 52.81 -10.13 - 12.96 -

以上

国内アルツは、医療機関納入本数の伸びで薬価改定の影響をカバーして増収。米国スパルツは、現
地販売本数の減少や出荷の時期ずれがあったことにより減収。また前年同期にあった一過性のロイ
ヤルティー収入の反動等もあり、売上高全体ではほぼ前年同期並み。

前年同期比'11/3期1Q
実績

※従来、「その他」に区分していたロイヤルティーおよび健康食品原料等について、当第1四半期よりロイヤルティは
　 各関連セグメントに、健康食品原料等は「医薬品原体」に含めています。
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（参考）

原価率の上昇に加え、SI-6603国内治験の進捗等に伴う研究開発費などの販管費が増加。

円高に伴う保有外貨建資産等の為替差損（70）が発生。

資産除去債務会計基準適用に伴う過年度分費用を特別損失（51）として計上。
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